
第１条　競技会の定義および組織

第２条　競技会の名称
２０２５年ＪＡＦ全日本ジムカーナ選手権　第８戦
ＮＲＣ鈴鹿ＢＩＧジムカーナ

第３条　競技種目
ジムカーナ

第４条　競技の格式
ＪＡＦ公認：国内競技（公認番号：２０２５年２１１４号）

第５条　開催日程
２０２５年１０月４日（土）～１０月５日（日）　２日間

第６条　競技会開催場所
名　　称：鈴鹿サーキット南コース (公認番号：２０２３-Ⅰ-２４０１)
所 在 地：三重県鈴鹿市稲生町７９９２ 電話番号：TEL(059)378-1111 FAX(059)378-3625

第７条　オーガナイザー
名称：名古屋レーシングクラブ（ＮＲＣ） 代表者：長坂　尚樹
所 在 地：〒454-0841　名古屋市中川区押元町１丁目２１－２ 電話番号：TEL090-4178-1963

第８条　大会役員
: （名古屋レーシングクラブ会長）

第９条　組織委員会
: （ＮＲＣ）
: （ＮＲＣ）
: （ＮＲＣ）
: （ＮＲＣ）

第１０条　競技会主要役員
１．競技会審査委員会

: （ＪＡＦ派遣）
: （ＪＡＦ派遣）
: （大会組織委員会任命）

２．競技役員
: （ＮＲＣ）
: （ＮＲＣ）
: （ＮＲＣ）
: （ＮＲＣ）
: （ＮＲＣ）
: （ＮＲＣ）
: （ＮＲＣ）
: （ＮＲＣ）
: （ＮＲＣ）
: （ＮＲＣ）
: （ＮＲＣ）

第１１条　参加申込および参加費用
１．参加申込先および問合せ先
所 在 地：〒454-0841　名古屋市中川区押元町１丁目２１－２
名　称：名古屋レーシングクラブ　全日本ジムカーナ大会事務局 担当者：青木　啓児
電話番号：090-4178-1963 Eメール：nrc@nrc-g.com

２．参加受付期間
受付開始：２０２５年８月２１日（木） 締 切 日：２０２５年９月４日（木）必着

３．最大参加台数
最大参加受理台数は全日本選手権クラス１７０台とし、併設クラスは１０台とする。

４．参加申込方法

医 師 団 長 冨田 正樹
事 務 局 長 後藤 康次

救 急 委 員 長 田中 一正
パドック委員長 長坂 宏

計 時 委 員 長 大隅 浩直
技 術 委 員 長 東 宏充

副 競 技 長 加藤 暢之
コ ー ス 委 員長 吉田 敏宏

競 技 長 山内 泰
副 競 技 長 吉原 美敏
副 競 技 長 牧野 真也

後藤 康次
組 織 委 員 青木 啓児

審査委員長 堀内 純

２ ０ ２ ５ 年 Ｊ Ａ Ｆ 全 日 本 ジ ム カ ー ナ 選 手 権 第 ８ 戦

Ｎ Ｒ Ｃ 鈴 鹿 Ｂ Ｉ Ｇ ジ ム カ ー ナ
特　別　規　則　書

２０２５年ＪＡＦ全日本ジムカーナ選手権第８戦「ＮＲＣ鈴鹿ＢＩＧジムカーナ」は、一般社団法人日本自動車連
盟（以下「ＪＡＦ」という）の公認のもとにＦＩＡの国際モータースポーツ競技規則に準拠したＪＡＦの国内競技
規則とその細則、２０２５年日本ジムカーナ／ダートトライアル選手権規定、２０２５年全日本ジムカーナ／ダー
トトライアル選手権統一規則、スピード競技開催規定および本競技会特別規則に従い国内競技として開催される。

以下の参加料を下記指定口座へ入金後、所定の参加申込書、車両申告書、参加料・公開練習費等明細書、出場選
手カードに必要事項を記入し、振込明細書（コピー可）を添えて参加受付期間内に上記まで送付すること。

長坂 尚樹大 会 会 長

組織委員長 長坂 尚樹
組 織 委 員 山内 泰

審 査 委 員 関根 基司
審 査 委 員 佐藤 匀

組 織 委 員



【参加料振込先】
銀行名：ゆうちょ銀行 記号・番号：１２０３０－２１６５０７０１
口座名義：名古屋レーシングクラブ（ナゴヤレーシングクラブ）
支店名：二〇八店（読み　ニゼロハチ，店番　２０８） 口座種類：普通預金 口座番号：２１６５０７０

５.誓約文

６．参加料（銀行振込）
１）全日本選手権クラス
もてぎ・鈴鹿共済会員は、 １名:３６,０００円
上記会員以外は、 １名:３７,０００円

２）併催クラス １名:２９,０００円
７．その他の費用

①追加サービス員登録料 ２,０００円／１名
②キッズパス登録 中学生以下無料 （高校生以上はサービス員登録となる）
③サービスカー登録料 ３,０００円／１台１枠 （競技参加者１名につき登録は１台まで）
④予備スペース（2.35m×5m）登録料 ３,０００円／１枠 （競技参加者１名につき予備スペースは１枠まで）
※

８．

９．

第１２条　サービス登録

第１３条　競技のタイムスケジュール
１０月４日(土)　
・ゲートオープン 　６：３０
・公開練習受付 ６：５５ 　７：３０
・公開練習慣熟歩行（４０分間） ７：３０ 　８：１０
・公開練習ドライバーズブリーフィング ８：２０ 　８：３０
・公開練習第１ヒート(ゼッケン順) ８：４０

第１ヒート終了後１０分後，４０分間慣熟歩行
・公開練習第２ヒート(ゼッケン順) 第１ヒート終了後６０分後
・公式受付Ａ １２：００ １５：００
・公式車検Ａ　 １２：３０ １５：３０
・持出車両受付 １３：００ １５：３０
・慣熟歩行（決勝コース・５０分間） １５：３０ １６：２０
・車両保管　 １７：３０ 翌６：００
（公式車検終了車両は、車両保管とします。ただし、持出車両を除く）
※
※公開練習については、別途公開練習インフォメーションを参照のこと

１０月５日(日)
・ゲートオープン　 　６：００ ～
・持出車両検査・公式車検Ｂ 　６：０５ ～ 　７：００
・公式受付Ｂ 　６：０５ ～ 　６：２０
・参加確認受付 　６：２０ ～ 　７：００
・慣熟歩行（決勝コース・４０分間） 　７：００ ～ 　７：４０
・開会式・ドライバーズブリーフィング ７：４５ ～ 　８：１０
・第１ヒート（ゼッケン順） 　８：３０ ～

第１ヒート終了後２０分後，４０分間慣熟歩行
・第２ヒート（ゼッケン順） 第１ヒート終了後１時間１５分後
・閉会式／表彰式 第２ヒート終了後４０分後 （予定）
※

第１４条　慣熟歩行

公開練習参加者は公式受付Ａにて受付を済まして、原則、公式車両検査Ａを受けて下さい。

～
～
～
～

ドライバーブリーフィングへの出席は必須です。遅刻・欠席の場合，再ブリーフィング料として30,000円を
申し受けます。

～
～
～
～

～

国内競技規則４－１９に伴い参加を拒否した場合は、事務手数料として１，０００円を差し引き参加費用を返
金する。

国内競技規則３－７に従い競技会を中止した場合は、事務手数料として２，０００円を差し引き参加費用を返
金する。

競技参加者はパドックサービス員およびパドックに持ち込むサービスカーについて競技参加申込と同時に登録を必
要とする。登録したサービスカーはオーガナイザーが指定した駐車スペースに置くこと。登録以外の車両積載車等
の車両は、オーガナイザーが指定する駐車スペースに置くこと。

（全日本選手権クラス・併催クラスともにサービス員１
名分を含む。なお、公開練習の参加費用は含みませ
ん。）

選手１名につき競技車両スペース１枠があります。サービスカー登録１台と予備スペース１枠を申し込まれ
ますと２枠となります。

また複数名分を同時に入金した場合は参加申込書等も同時に送付すること。なお、振込手数料は各自負担のこ
と。

参加に際し国内競技規則４－１５で定める誓約文に競技参加者、競技運転者、サービス員がそれぞれ署名しなけ
ればならない。

なお送付方法は郵送もしくはデータをＰＤＦでメールに添付するものとし、それ以外の方法での申し込みは受け
付けない。また本事務局は書類の受け取りは受理書の発送をもって連絡します。



タイムスケジュールに従い、歩行にて行う。
第１５条　車両変更

第１６条　クラス区分
１）全日本選手権クラス

２）併設クラス
ＳＬＷクラス 

第１７条　計　時

第１８条 順位の決定
順位の決定は２ヒートのうち良好なヒートのタイムを採用する。

第１９条　賞　典
１）全日本選手権クラス

・全クラス １位～３位
４位～６位

２）併設クラス １位～３位

第２０条　その他の事項
１．

２.
以上　大会組織委員会

※参加台数の５０％（小数点以下四捨五入）の範囲内とし、最大３位までとする。

その他の事項は、２０２５年日本ジムカーナ／ダートトライアル選手権規定並びに２０２５年全日本ジムカー
ナ／ダートトライアル選手権統一規則に準ずる。

「もてぎ・鈴鹿共済会」保険金支払規定により共済対象競技会として開催される。

※各クラスの参加台数の５０％（小数点以下四捨五入）の範囲内とし、最小３位・最大６位までとする。
オーガナイザー賞（賞金又は賞品）

ＪＡＦ楯／オーガナイザー賞（賞金又は賞品）
オーガナイザー賞（賞金又は賞品）

２０２５年日本ジムカーナ／ダートトライアル選手権規定第３章第２５条に基づく。
但し、車両変更申請は、本競技会参加確認受付Ｂ終了（１０月５日６：２０）までとする。

計測は、自動計測機器を使用し、1/1000秒まで計測し、その計測結果を成績とする。万一、自動計測機器の故障が
発生した場合に限り、別個の独立したバックアップの自動計測機器のタイムを成績とする。

２０２５年日本ジムカーナ／ダートトライアル選手権規定第１章第１２条のとおり。

国内競技車両規則第３編第７章スピードＢ車両規定または第９章スピードＤ車両規定に従う
ものとする。スーパーセブン類をはじめとした、超軽量車両で、生産時の成り立ちが競技専
用車両でなくロードカーであるもの。運転席側に金属製もしくはＦＲＰ／ＧＦＲＰを本体と
するハーフドアまたはドアを装着し、競技中に車室外部に腕や上半身が出ないよう取り付け
ること。ネットの使用を認めるが国内競技車両規則第１編第４章第２２条ネットの規定に従
うものとする。


